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昭和40年代に活躍したロータリ除雪車（ピータカッター）





北陸支部通常総会

総 会

第10回 通常総会
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丸山支部長挨拶

令和2年の4月に発令された新型コロナウイルス

感染症の緊急事態宣言から月日が経過し、一時は

収束傾向が見られましたが、第4波として変異株が

発生したため、令和3年3月22日に開催した第2回運

営委員会にて「令和3年度通常総会の開催」につい

て討議を行いました。結果、開催方法は令和2年度

と同様な小規模開催（議長、運営委員、支部監査

役、事務局）にて実施することとなり、令和3年5

月24日に開催しました。なお、総会の出席者は23名

中17名が運営委員のため、年度初めの第1回運営委

員会を兼ねての実施でありました。

総会は議決権総数127社のうち出席議決権数112社

（うち委任状95社）が出席、穂苅企画部会長の司

会で進められ、丸山支部長の挨拶の後に書記の任

命、総会成立宣言、議事録署名人の選出を行い、

議事が進められました。

議事は、第1号議案の「令和2年度事業報告」に

関する件、第2号議案の「令和2年度決算報告」に

関する件について上程し、異議なく承認されまし

た。

続きまして、第3号議案の「令和3年度事業計

画」に関する件、第4号議案の「令和3年度収支予

算」に関する件については、3月23日に第36回本部

理事会で決議された旨を報告し、異議なく報告が

なされました。

続いて、第5号議案の「令和2～3年度役員変更」

に関する件では、各会員の人事異動等を基に変更

された5名及び顧問である（一社）石川県建設業協

会の1名の紹介がなされました。また、支部監査役

の中川 明彦様が人事異動により後任の二宮 康

行様が推薦され異議なく承認されました。

Report

１

北陸支部運営委員会名簿

小規模開催による総会状況

支 部 長 丸山　暉彦 長岡技術科学大学　名誉教授

副 支 部 長 和田　　学 新潟トランシス㈱　取締役 池野　正志 ㈱興和　代表取締役社長

運 営 委 員 植木　義明 ㈱植木組　取締役社長 堀　　吉伸 日本道路㈱　北信越支店長

遠藤　聡一 遠藤鋼機㈱　代表取締役 日高　真吾 ㈱ＮＩＰＰＯ　北信越支店　執行役員支店長

市村　　稿 ㈱加賀田組　代表取締役社長 佐藤　友則 日立建機㈱　新潟支店長

北川　隆明 北川ヒューテック㈱　代表取締役社長 野口健太郎 ㈱日の出自動車　代表取締役

小野　清和 コベルコ建機日本㈱　上信越支社長 山田　和司 福田道路㈱　執行役員新潟本店長

川崎　幸司 コマツカスタマーサポート㈱ 東京関越カンパニー新潟事業部長 藤浪　陽一 北越工業㈱　執行役員生産管理部長

田村　秀弘 大成ロテック㈱　北信越支社長 近藤　　淳 （一社）北陸地域づくり協会　理事長

梶岡　　聡 東亜道路工業㈱　北陸支店 執行役員支店長 真柄　卓司 真柄建設㈱　代表取締役社長

坂本　勝則 日本キャタピラー（同） 建機事業本部　北越地区営業本部長



永年会員表彰、優良建設機械運転員・整備員表彰

通年、永年会員表彰、優良建設機械運転

員・整備員表彰は通常総会時に合わせて実

施しており、昨年の令和2年については新

型コロナウイルス感染症緊急事態宣言から、

表彰式は実施しませんでしたが、令和3年

度は通常どおり総会後に実施しました。

永年会員表彰は会員期間50年が1社、会

員期間30年が1社、永年役員表彰では1名が

表彰されました。更には会員各社から推薦

された優良建設機械運転員9名、整備員2名

様に表彰状と記念品が授与されました。

特別講演および懇談会

通年、表彰式の終了後には特別講演、総会終了

後には懇談会を実施していましたが、コロナウイ

支部長からの表彰及び記念撮影
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● 永年会員表彰

北陸支部団体会員 会　社　名

会員期間50年 福田道路（株）

会員期間40年 対象者なし

会員期間30年 射水建設興業（株）

会員期間20年 対象企業なし

● 優良建設機械運転員・整備員

種　別 氏　　名 所　 　属

運 転 員 保 苅　研 二 （株）加賀田組

〃 岩 田　  智 鹿島道路（株）

〃 宮 嶋　学 生 田中産業（株）

〃 須 田　俊 祐 （株）北越トラスト

〃 羽 田　昌 孝 北陸保全工業（株）

〃 井 上　敏 幸 丸運建設（株）

〃 木 倉　英 治 道路技術サービス（株）

〃 山 本　裕 也 （株）金沢舗道

〃 羽 根　宏 通 北川ヒューテック（株）

計 9名

整 備 員 白 沢　晴 夫 （株）上越商会

〃 竹内　三治夫 千代田機電（株）

計 2名

● 永年役員表彰（７年以上）

氏　 　名 会社名・役員名

小野　清和 コベルコ建機日本（株）上信越支社長

ルス感染拡大防止や参加者の健康を守ることを考

慮して中止としました。



けんせつフェア北陸ｉｎ新潟2021

けんせつフェア開催の概要
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建設事業は、人口減少・高齢化、自然災害の頻

発・激甚化、国際競争力の強化、環境への対応と

いった課題に対応しながら、既存社会資本の有効活

用、技術開発のコスト縮減等が求められ、安心で暮

らしやすい社会の実現や美しい国づくりを目指して

一層の推進が求められています。

けんせつフェア北陸は産・学・官の優れた新技

術・新工法を一同に集め、建設技術の一層の高度化

や広範囲な技術開発へとつなげるために開催されて

います。北陸の開催は、新潟・富山・石川県の3県で

ており、今回の15回目は新潟市産業振興センターで

開催されました。

本フェアは、令和3年10月20日～21日の2日間で行われ、

「安全・安心」、「四年・文化」、「連携・活力」

の3テーマにより展示募集を行い、147出展者から422

技術の申し込みとなりました。今回の開催テーマで

キャッチフレーズは『インフラＤＸが未来を変え

る』に設定されたことから、展示技術の１／４にあ

たる100技術がインフラＤＸの関連技術の展示があり

ました。

「けんせつフェア北陸in新潟2021」の実行委員会（構成機関・団体）

・国土交通省　北陸地方整備局
・新潟県／・富山県／・石川県／・新潟市
・東日本高速道路（株）新潟支社
・中日本高速道路（株）金沢支社
・(一社)日本建設業連合会 北陸支部
・(一社)日本道路建設業協会 北陸支部
・(一社)新潟県建設業協会
・(一社)富山県建設業協会
・(一社)石川県建設業協会
・(一社)日本建設機械施工協会 北陸支部
・(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会
・(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部
・(一社)建設電気技術協会 北陸支部
・(一財)日本建設情報総合センター 北陸地方センター
・北陸地質調査業協会
・(一社)日本埋立浚渫協会 北陸支部
・（一社）新潟県融雪技術協会
・（一社）日本橋梁建設協会 北陸事務所
・（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部
・北陸ＰＣ防雪技術協会
・（一財）新潟県建設技術センター
・（一社）北陸地域づくり協会

主催挨拶：岡村北陸地方整備局長

来賓挨拶： 岩見総合政策局

公共事業企画調整課長

行っており、今回の15回目は新潟市産業振興セン

ターで開催されました。

本フェアは、令和3年10月20日～21日の2日間で行わ

れ、「安全・安心」、「自然・文化」、「連携・活

力」の3テーマにより展示募集を行い、147出展者か

ら422技術の申し込みとなりました。今回の開催

キャッチフレーズは『インフラＤＸが未来を変え

る』に設定されたことから、展示技術の１／４にあ

たる100技術がインフラＤＸの関連技術の展示があり

ました。
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出展技術及び来場者数
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屋外展示場・ＩＣＴ特設展示場では、

「みて、ふれて、知る 新技術・新工

法」のサブタイトルに沿い、ＩＣＴ建設

機械等による実演・体験が行われ、当北

陸支部では配置計画から実践までの全て

において施工協力を行いました。なお、

1日目の午前中は悪天候のため、一時中

止となりましたが午後から問題がなく実

施され、2日間で約3,800名もの来場があ

りました。

屋外展示場・ＩＣＴ特設展示場

当北陸支部はけんせつフェアの実行委員メンバー

であり、屋外展示場・ＩＣＴ特設展示場については、

「施工実演・体験」として全面的に施工協力を実施

しました。当北陸支部では屋外展示場のＩＣＴ展示

ブースを盛り上げるため、「なにか、いいことある

かも」の企画を行い、サイコロを2個転がしてもらい

数値合計により建設機械ミニチュア（トミカ製）や

粗品（お菓子）を配布する面白コーナーを設け、多

くの学生さんが訪れ楽しまれておりました。

日本キャタピラー（同）の油圧ショベル320

コマツカスタマーサポート㈱のPC200-11

日立建機日本㈱のZX200X-7

コベルコ建機日本㈱のSK135SR-7 コマツカスタマーサポート㈱のバッテリー

駆動式フォークリフト
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ゆきみらい2022ｉｎ白山（除雪機械展示・実演会 中止）

平成20年に策定された「国土形成計画」におい

て、豪雪地域の高齢化や人口減少等の課題が指摘

され、雪に強い安全・安心な地域づくりのための

克雪対策の充実とともに、親雪・利雪の観点から

雪や地域文化を活用した産業振興や地域活性等を

図ることなどが求められていることから開催して

いるものです。

ゆきみらいは「全国克雪・利雪シンポジウム」、

「雪と道路の研究発表会」及び「除雪機械展示・

実演会」の個別にて開催されていましたが、昭和

63年から統合し北海道、東北、北陸の3地域にて持

ち回りで開催されているものです。

北陸の開催は、令和元年度に開催された「ふゆ

トピア・フェアinとまこまい」から引き継ぎされ、

令和2年度に石川県白山市で開催予定でありました

が、新型コロナウイルス感染症の防止対策として1

年延期が発表され、今年の1月27日～28日にて通常

開催にこぎ着けましたが、コロナウイルスの第6波

が1月中旬から増加し、ゆきみらいで実施する「除

雪機械展示・実演会」及び「見本市」が１月20日

に対面上の開催が不可能となり、出展者情報をＷ

ｅｂ上で掲載となりました。なお、「シンポジウ

ム」及び「研究発表会」は急遽Ｗｅｂ開催となり

ました。

当協会が主催する除雪機械展示・実演会は、除

雪機械の最先端技術技術を披露し、機械の技術革

新や除雪事業を理解していただく絶好のチャンス

でありましたが、中止となったため展示予定で

あった除雪機械の一部を紹介いたします。また、

北陸支部では昔なつかし除雪車パネル展を実施す

る予定でありましたのでご紹介します。

ＪＣＭＡブース展示予定であった

「昔なつかし除雪車パネル」

ＪＣＭＡ北陸支部ＨＰ掲載予定
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ゆきみらい開催の概要



出展者情報は公式ゆきみらいHPにより閲覧することができます。
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除雪機械展示・実演会（展示ブース案内） 中止

除雪機械展示予定者の出展者情報

①新潟トランシス株式会社 ②フォレストテクニック株式会社 ③飛鳥特装　株式会社 ④千代田機電株式会社 ⑤株式会社　NICHIJO

雪国の力強い味方！ニイガタロータリ除雪車！ オイルクイック　クイックカプラー　ホイールローダー用 ＢＯＳＳスノープラウ及びＨａｋｏ多目的車両のご紹介 コンパクト・スピーディな除雪機の提案 雪国の歴史と共に歩む、NICHIJOの除雪車

⑥株式会社　小松製作所（コマツ） ⑦日立建機株式会社 ⑧岩崎工業株式会社 ⑨UDトラックス株式会社 ⑩日野自動車株式会社

もっと効率よく、より安全に、さらに快適に除雪作業をバック
アップ

豊かな大地、豊かな街を未来へ…
快適な生活空間づくりに貢献する除雪ドーザ

最新の除雪トラックテクノロジーを紹介 大型トラック Quon (クオン）の除雪専用車を展示 雪路に、この一台。

⑪範多機械株式会社 ⑫名古屋電機工業 株式会社 ⑬株式会社タイショー ⑭国土交通省北陸地方整備局

先進の技術で冬期の道路を守るHANTAの凍結防止剤散布
車

雪に強い製品開発で、冬期の作業に安全・安心を届けます 冬の道路の安全に役立てる機械作りをめざします。
～初心者でも安全に運転操作ができるように～
除雪トラックの作業装置操作の自動化の開発

GD675－6モータグレーダ

FE25-2電動式フォークリフト

■除雪トラックに搭載されている「３つの装置」の「5つ動作」

の自動化の開発内容
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第2回ニイガタ除雪の達人選手権

除雪の達人選手権開催の概要

競技内容

除雪オペレータの高齢化に加え、新たな担い手不

足が進展しており、将来的な除雪体制の確保が懸念

されていること、また、道路除雪オペレータ技術向

上及びモチベーションの向上などの人材育成を目的

に、第2回除雪の達人選手権を胎内市にて令和3年10

月31日に開催しました。

達人選手権は実行委員形式にて進められ、委員長

は新潟県土木部道路管理課長であり、12委員（北陸

地方整備局、胎内市、新発田市、阿賀野市、聖籠町、

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社、日本道路建設業協会北

陸支部、日本建設機械施工協会北陸支部、新潟県建

設業協会新発田支部、北陸アカデミー、胎内市建設

業協会）にて実行されました。

当北陸支部は1回目の委員にはなっていませんで

したが、新潟県からの依頼により委員となり、競技

当日の競技解説者には北陸支部の堤事務局長も担当

されておりました。

開催は日曜日であったことや乗物体験会ができる

ことから、子供連れの参加者が多く、総勢1,230名の

参加者がありました。
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４

　玉入れはホイール式スノーローダにより行うもの
で、雪をすくって運ぶ動作の正確性を競うものです。
　採点はバケットに入れたボールの数にて点数が加
算されます。競技用のポール（外側・内側）に接触し
た場合には減点されます

スラロームは除雪ドーザにより行うもので、操縦性
を競うものです。
スタートラインから反対側にて折り返し、スタート地
点に戻るまでのタイム競技で、パイロン及びポールに
接触した場合や折返しラインの到達がなされない場
合には減点されます。

タイヤ運びは雪をブレードで運ぶ動作の正確性を
競うものです。
スラロームで使用した除雪ドーザのままスタートライ
ンから走行コースに走り、所定箇所まで走行するもの
で、タイムを争うものです。

　車庫入れは指定された車庫にバックに格納するも
ので正確性を競うものです。
タイヤ運びの継続で車庫入れ完了の時間を争うも
ので、車庫に設置されたパイロンやポールに接触す
ると減点されます。

競技項目及び競技概要

①玉入れ

②スラローム

③タイヤ運び

④車庫入れ
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競技結果及び選手権状況

競技は新発田地域振興局管内（新発田市、胎内市、

阿賀野市、聖籠町）の国道、県道、市町村道、高速

道路の除雪作業に従事するオペレータ24人が8チー

ムに分かれて出場されました。競技は除雪ドーザ及

びホイールローダの2機種による「玉入れ」、「ス

ラローム」、「タイヤ運び」、「車庫入れ」の迅速

さ、正確さなどが得点化され、合計点にて争ったも

のです。競技の結果は、団体部門では胎内市の「塩

沢卍會」が優勝、また、個人でも塩沢卍會の斎藤選

手が1位となられました。

なお、大会の様子は「第2回ニイガタ除雪の達人

選手権」で検索できます。

①玉入れ競技状況 ②スラローム競技状況

③タイヤ運び競技状況 ④車庫入れ競技状況

⑤本部による競技解説状況 ⑥選手権会場による除雪車展示状況

✱①～⑤、⑥は新潟土木部作成のビデオから参照したものです。
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建設技術報告会

北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るた

め、「北陸地方建設事業推進協議会（運営委員

会）」で承認された建設技術報告会は、6月に第1回

実行委員会を開催し、今般の新型コロナウイルス感

染症（COVID-19）による感染拡大防止の観点を考

慮し、昨年の令和2年度と同様、オンデマンド配信

（Webビデオ放映）となりました。

ビデオ放映は令和4年1月12日から土日を除く10日

間とし1月25日まで配信されました。なお、聴講者

の申し込みは824名で709名が聴講されました。

報告技術は発表課題と掲載課題と合わせて22題と

なり、①i-Constructionによる生産性向上、インフ

ラ分野のＤＸが12題と最も多く、次には②社会資本

の的確な維持管理・更新が4題、③雪に強い地域づ

くり2題、④自然災害からの安全確保1題、⑤環境保

全と創造1題、⑥その他2題となりました。

当協会の会員からの発表は、福田道路㈱から1題、

東亜道路工業㈱3題、世紀東急工業1題、川田工業㈱

1題で計6題の発表がありました。

技術報告の内容

No. 報　　告　　論　　文　 発表会社名 支部会員

1 大河津分水路改修（令和の大改修）における新しい監督・検査のあり方について 北陸地方整備局　信濃川河川事務所

2 舗装修繕工の活用に向けた MMS の精度向上と生産性向上 2 つの取り組み 福田道路株式会社 ○

3 完全自動鋼製支保工建込みロボットの開発 前田建設工業株式会社

4 テープ状の排水装置（タフシャット導水テープ ）の開発 東亜道路工業株式会社 ○

5 積雪寒冷地に適した高耐久常温アスファルト混合物の開発 世紀東急工業株式会社 ○

6 防水性能を有した橋面アスファルト舗装の開発 東亜道路工業株式会社 ○

7 ICT活用による除雪トラック作業装置自動化の取り組みにつついて 北陸地方整備局北陸技術事務所

8 ICT無人バックホウによる大型ブロック積み砂防堰堤の施工に関する実証実験について 北陸地方整備局神通川水系砂防事務所

9 砂防CIM の取組 佐藤工業株式会社

10 既存施設を活用した岸壁改良工事の課題と対処 北陸地方整備局伏木富山港湾事務所

11 高性能水中位置管理機能搭載ブロック据付支援システム WIT B-Fix Neo 若築建設株式会社

12 パイプライン敷設工事における３Dモデルの導入効果について 株式会社本間組

13 供用中の桟橋を耐震補強するＲｅ－Ｐｉｅｒ工法 あおみ建設株式会社

14 地盤改良工事の見える化技術Gi-CIM の開発 五洋建設株式会社

15 山岳トンネル工事を対象とした自動化施工システムの開発 鹿島建設株式会社

16 未来の建設生産システムの構築に向けて 清水建設株式会社

17 遠隔臨場ドローンシステム 株式会社フジタ

18 豪雪地域における積雪を考慮したクローズド型廃棄物最終処分場 株式会社福田組

19 超硬質地盤に対応した低変位深層混合処理　CI－CMC－HG工法 株式会社不動テトラ

20 カーボンリサイクル・コンクリートの開発 大成建設株式会社

21 軟弱地盤調査の効率化を目指した原位置地盤試験機の開発 東亜道路工業株式会社 ○

22 『送出しを変える』パンタグラフ式手延機の開発 川田工業株式会社 ○
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建設技術報告会開催の概要
「建設技術報告会」の実行委員会（構成機関・団体）

・国土交通省　北陸地方整備局

・新潟県／・富山県／・石川県／・新潟市

・東日本高速道路（株）新潟支社

・中日本高速道路（株）金沢支社

・(一社)日本建設業連合会 北陸支部

・(一社)日本道路建設業協会 北陸支部

・(一社)新潟県建設業協会

・(一社)富山県建設業協会

・(一社)石川県建設業協会

・(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部

・(一社)日本建設機械施工協会 北陸支部

・(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会

・(一社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部

・北陸ＰＣ防雪技術協会

・（一社）新潟県融雪技術協会

・（一財）新潟県建設技術センター

・北陸地質調査業協会

・(一社)日本埋立浚渫協会 北陸支部

・（一社）北陸地域づくり協会

・（一社）日本橋梁建設協会 北陸事務所

加
盟
機
関

そ
の
他
機
関
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消融雪設備点検・整備ハンドブック講習会

平成30年7月に発刊した「消・融雪設備点検・整

備ハンドブック」について、発行時に講習会を長岡

会場と金沢会場にて開催しましたが、定員超過等が

発生し講習会に参加できなかった企業もおり、再度

の講習会の希望から、令和3年8月31日に（一社）新

潟県融雪技術協会と北陸融雪技術協議会の共催にて

講習会を開催しました。

本図書は、平成28年3月に国土交通省が策定した

「消融雪設備点検・整備標準要領（案）」の解説専

門図書であり、点検・整備の手法やポイントの他、

履歴を記録して整備するメンテナンスサイクルの構

築を行うものとして発刊したものです。

今回の講習会は、新型コロナウイルス感染症の収

束が見られないことからＷｅｂ講習会にて実施しま

した。講習会の参加者は32名でありました。

講習会プログラムは、ハンドブック作成の目的及

び活用方法並びに発刊図書内容の講義としました。

講習会の内容

ハンドブック講習会の概要

講義内容 講師所属

・河川水編 北陸融雪技術協議会 作成時ワーキングメンバー　 藤井　政志

・送水・散水編 （一社）新潟県融雪技術協会 津田　　純

・電気制御・遠隔編 作成時ワーキングメンバー　 村山　一樹

・融雪編 作成時幹事長　 小谷野　保

講師

作成時幹事長

齋藤　浩之

小酒　欽弥

長谷川　一幸

開会挨拶
北陸融雪技術協議会
（一社）新潟県融雪技術協会

北陸融雪技術協議会
（一社）新潟県融雪技術協会

ハンドブックの概要と 活用方法
北陸融雪技術協議会
（一社）新潟県融雪技術協会

チェックシート及び解説のポイント

北陸融雪技術協議会
（一社）新潟県融雪技術協会

・井戸・取水編

（技術委員長）

作成時編集事務局

講習会の説明資料の一部
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ＩＣＴ活用講習会（実践者クラス・入門者クラス）

北陸地方整備局におけるi-Construction（「ＩＣ

Ｔ技術の全面的な活用」による生産性向上）の導

入・普及・拡大を図るための目的として、北陸Ｉ

ＣＴ戦略推進委員会で定めた令和3年度「講習会・

修ロードマップ」及び「計画工程（案）」に基づ

き、入門者クラス及び実践者クラスの講習会につ

いて協力を行いました。

実践者クラス講習会

実践者クラスの講習会は、北陸地域における小規

模土工や維持修繕分野へのＩＣＴ普及・拡大を図る

ため、実践者を対象に北陸技術事務所富山出張所に

て令和3年11月25日～26日の2日間の午前及び午後の4

班に分けて、座学及び実技講習を実施したものです。

なお、申込者数は53人で参加者は49人であった。

座学はＩＣＴ土工の具体的施工事例を基に北陸支

部会員（千代田機電㈱ＩＣＴ推進チームの山田課長

様）から国道359号線（砺波東バイパス）の構築

における測量、設計・施工計画、施工、検査の内容

が説明されました。

座学の最後には平成28年度からのＩＣＴ工事件数

の推移も説明がなされ、昨年度と比べ約2倍の工事

件数となることが報告されました。

実技は２ＤＭＧミニバックホウ（0.25m3級）及び

３ＤＭＣバックホウ（0.45m3級）の2台を用いて、

災害対策用の盛土斜面を利用して法面掘削の実演操

作講習を実施しました。

■実践者クラスの開催日時及び参加者

■実践者クラス講習会のプログラム

実施箇所 申込み班体制 開催日時 申込者数 参加人数 欠席者数

令和3年11月25日(木)

9:00～12:00

令和3年11月25日(木)

13:30～16:30

令和3年11月26日(金)

9:00～12:00

令和3年11月26日(金)

13:30～16:30

計 53人 49人 4人

2人

北陸技術事務所
富山出張所構内

（富山防災センター）

0人

13人 12人 1人

9人 8人 1人

１班

２班

３班

４班

6人 6人

25人 23人

ＩＣＴ講習会の概要
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講義内容 講義時間 担当講師

１．開催挨拶 5分 北陸地方整備局企画部施工企画課

２．【座学】ＩＣＴ活用の概要 15分 企画部施工企画課　工藤課長補佐

３．【座学】ＩＣＴ土工の具体的施工事例について 40分
日本建設機械施工協会北陸支部会員
千代田機電㈱ＩＣＴ推進チーム 山田課長

４．【実技】①２ＤＭＧミニバックホウによる操作演習
②３ＤＭＣバックホウによる操作講習

90分
日本建設機械施工協会北陸支部会員
千代田機電㈱ＩＣＴ推進チーム

５．アンケート記入、ＣＰＤＳ受講証明書の交付 30分 北陸地方整備局企画部施工企画課
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入門者クラス講習会

入門者クラスの講習会は、ＩＣＴ活用の経験が無

い技術者を対象に講習会を実施したもので、新型コ

ロナウイルス感染症の防止対策として「Ｗｅｂ形

式」で開催しました。

開催は令和3年12月15日で、参加者はＺｏｏｍ参

加者レポートから回線接続を割り出し309名となり

ました。

講義内容は、「ＩＣＴ活用工事の流れ」はＪＣＭ

Ａ情報施工委員会メンバーである日立建機㈱の田中

様、「ＩＣＴを活用した測量業務等の概要」につい

ては㈱国土開発センターの徳田氏及び東氏らが講義

を実施しました。また、「自治体からの情報提供」

として、新潟県土木部の武藤様と新潟市都市政策部

の大澤様からの講義を実施しました。

講習会はＷｅｂ形式による講習会であることから、

コスト縮減のため申込みはGoogleフォームで様式を

作成し、講習会申込みリストを自動集計しました。

■入門者クラス講習会のプログラム

実践者クラスの座学状況 実践者クラス ３ＤＭＣ操作講習 実践者クラス ２ＤＭＧ操作講習

入門者クラス Web講習会 入門者クラス 回線接続状況 入門者クラス スクリーンショット（一例）

講義内容 講師所属 講師 講師Ｗｅｂ箇所

北陸地方整備局

北陸圏広域地方計画推進室

日立建機株式会社

埼玉県草加市弁天5丁目33-25

㈱国土開発センター ㈱国土開発センター

徳田　義孝、東　龍生 石川県金沢市寺町三丁目9番41号

技術管理課 北陸地方整備局

武藤　貴士 主任 北陸圏広域地方計画推進室

技術管理課 北陸地方整備局

大澤　政之 主幹 北陸圏広域地方計画推進室

企画部施工企画課
工藤課長補佐

　ＩＣＴ活用工事の流れ 日本建設機械施工協会

　ＩＣＴを活用した測量業務等の概要 全国測量設計業協会連合会

日立建機㈱
施工ソリューション統括部

田中　一博

　自治体からの情報提供

新潟県土木部

新潟市都市政策部

　開会挨拶 北陸地方整備局




